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研究成果の概要（和文）：国語科教育において、映像制作による読解力育成方略を開発したことが本研究の成果
である。小中高の文学教材を素材として、タブレット端末を活用し、カードや写真による絵コンテ制作、映像編
集アプリを活用した映画予告編の動画制作など、様々な授業方略を開発した。学習者は言語表現と映像表現のつ
ながりを考え、情景描写や登場人物の心情の精読に主体的に取り組む。また、制作グループでの協働作業や、作
品発表会を通して、学習者は多様な解釈にふれ、考えを広げたり深めたりすることができる。この方略から、映
像の批判的読解力と創造的表現力が育成できることを立証した。評価基準は国際バカロレア・プログラムを参照
して開発した。

研究成果の概要（英文）：The result of this research is the development of a reading comprehension 
strategy through video production in Japanese language education. Using literary teaching materials 
from elementary, junior high, and high school students, I developed a variety of lesson strategies, 
such as using tablet terminals to create storyboards with cards and photos, and movie trailer video 
production using video editing applications. Learners consider the connection between linguistic and
 visual expression, and actively work on depicting the scenes as well as carefully reading the 
emotions of the characters. In addition, through collaborative work in the production group and work
 presentations, learners can connect with various interpretations and deepen their thoughts. 
Applying this strategy, we proved that critical reading comprehension and creative expression of 
images can be developed. The evaluation criteria were developed with reference to the International 
Baccalaureate Program.

研究分野：国語科教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
21世紀、デジタル技術の進展に伴い、SNSなどの映像コミュニケーションが普及した。映像の批判的読解力と創
造的表現力は、高度情報化社会を生きる上で必要な基礎学力である。だが、日本の学習指導要領の教科の中に、
映像の系統的指導は存在しなかった。本研究は、国語科で育むリテラシーの中に映像を学力として明確に位置づ
けた点に大きな意義を持つ。さらに、本研究はメディア・リテラシーの育成にもつながり、社会生活でよりよい
情報活用者となる上で有意義な学びとなる。また、学習者に新たな文脈で文学や古典を学ぶことの意義を再確認
させることができ、日本の言語文化の継承にも役立つ研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）背景にある現状 
 高度デジタル情報化社会の今日、学習者の映像に対するリテラシーの育成は喫緊の課題であ
る。近年、携帯電話のカメラ機能を活用した映像制作は児童生徒の日常生活に急速に浸透した。
文字言語、音声言語と同様に、映像言語も第三の読み書き能力として、映像の批判的読解力と創
造的表現力を育成する学習指導が必要である。 
 
（2）現行の国語科教育の課題 
 これまで国語科では、平成 20年版学習指導要領・高等学校『国語総合』『現代文 B』で、メデ
ィアとしての文字、音声、画像などの特色を捉えたり、表現の仕方や創作的な活動に取り組んだ
りする言語活動例が取り入れられた。また、平成 30年版学習指導要領改訂に向けての中央教育
審議会教育課程企画特別部会ではメディア・リテラシー指導の一環として、「見ること」の指導
項目の導入を検討していた。また、全ての教科で、ICT活用の推進が提言されてきた。しかし、
具体的な実践開発は未着手であることが現状としてあった。 
 2013年より文部科学省国際課の主導で一条校への導入が推進されている国際バカロレア（以
下、IB）のプログラムでは、国語科に相当する『言語 A』で「視覚的スキル」も含めた指導項目
が取り入れられ、評価基準も確立している。そこで、本研究の実践開発では、IB の評価規準を
参照し、実践の開発と評価方法の開発である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、国語科教育において、ビジュアル・リテラシーの育成に対応する「見ること」の実
践開発を目指すものである。タブレット端末を活用し、映像を分析する読解能力と、映像を制作
する表現能力を測定し、授業を開発し、検証する。また、先進的にビジュアル・リテラシーを母
語教育カリキュラムに取り入れている海外の事例や、国内での映像教育の実際を調査し、授業方
略を分析することである。以上の成果を踏まえ、国語科学習指導要領に対応した実践を開発する。
この研究が目指す映像の批判的読解力と創造的表現力は、デジタル技術の進展に伴い、SNS など
の映像コミュニケーションが普及した今日の高度情報化社会において、必須の基礎学力となる。 
 
 
３．研究の方法 
 
３－１ Ａ：文献研究及び国内外の視察研究 
 本研究に関する文献の収集と研究に取り組み、実践事例の収集のために、海外の IB校などの
視察を行った。さらに、研究成果の発表や情報収集のために学会に参加した。以上の研究から、
ビジュアル・リテラシーの理論的基盤を追究し、指導内容と指導方法、評価基準を明らかにした。 
 
３－２ Ｂ：『見ること』のカリキュラム開発 
東京学芸大学や、東京学芸大学附属中学校、川崎市立中学校の授業などから、生徒の映像視聴
や制作に関わるスキルについてタブレット端末を活用した実践の検証を行なった。これらの実
践検証から得られた成果を実践開発に反映させていくことである。 

 
 
４．研究成果 
 
４－１ Ａ：文献研究及び国内外の視察研究 
2017 年度は国内の先行研究の把握として、書籍を中心に資料収集にあたった。さらに、Julie 
Keane より“Media Production and Analysis An Introduction”（2015 Impact Publishing）
の翻訳権を得て、共同翻訳に取り組み、メディア・リテラシー教育における映像制作の実践や理
論的背景に関して多くの知見を得た。 
2017 年 10 月に、バンコクインターナショナルスクール NIST での授業参与観察を実施した。こ
の学校は小中高一貫の IB認定校である。山田浩美教諭の MYP 中学３年生の MYP の国語の授業で
は魯迅『故郷』の授業の発展課題として、映画トレーラーの制作に取り組ませていた。中学３年
生の映像制作スキルの実態と共に、国際バカロレア・カリキュラムにおける映像作品の評価の観
点として次のような項目が明らかとなった。  
映像作品を評価するポイント 
  ・描写：主題をイメージさせる風景等の描写の用いられ方 
 ・音響効果：バックミュージックやその他の音（騒音、雑音、自然の音）等がどのように用   
いられているか。 
 ・サイズ、アングル：映像がどのように撮影されているか。 
 ・ナレーターの語りやテロップの文字がどのように入っているか。 
 ・オーディエンスの設定 主題の印象づけ方 作中の登場人物の会話のどの部分を朗読で使  
うか。 



 
 2018 年度は 8月に東京学芸大学国際中等教育学校で行われた IB 機構主催の教員研修ワーク
ショップに参加し、DP Japanese A: Language and literature Cat 1(Japanese)に参加し、マ
ルチモーダルテクストの分析の指導方法と評価方法を学んだ。 
 
 2019 年度は 5月に行われた IB 機構主催のプラハでの DP Japanese A: literature Cat2 
(Japanese)と、７月に神戸カナディアンインターナショナルスクールで行われた DP Japanese 
A: Language and literature Cat2 (Japanese)のワークショップを受講し、概念理解カリキュ
ラムの重要性からマルチモーダルテクストを活用した最終課題の小論文の指導方法について学
んだ。10 月のバンコク視察では NIST の大倉教諭の MYP「言語と文学」の授業から、ホラー映画
の分析方略と創作活動の実際の参与観察を行った。 
 
４－２ Ｂ：『見ること』のカリキュラム開発 
 2017 年度は国内の生徒の映像制作に関する実態調査及び映像指導方略の解明にあたっては、
iPad を活用し、ワークショップのプログラムを開発した。まず、8月 7日に東京学芸大学公開講
座で現職教員対象に、ニュース素材としてのインタビュー撮影のワークショップを行った。11
月、大学生を対象とした中等国語科教育法Ⅳの授業では iMovie の「予告編」のテンプレートを
活用した大学紹介 CM制作に取り組ませた。2018 年３月、千葉県私学協会の協力を得て、中高生
32 名を対象に iPad を活用した映像制作ワークショップを行った。  
  
2018 年度は、ビジュアル・リテラシーの活用の実態として、タブレット端末を活用した授業
実践の開発と実態の調査と検証を中心に取り組んだ。９月、東京学芸大学附属小金井中学校 2年
の１クラスを対象に、映像理解ワークショップを行った。特別活動で、iPad を活用した映像制
作に取り組んでもらい、その成果から中学生の映像制作の実態を確認することができた。 
また、前年度視察したバンコクインターナショナルスクール NIST での魯迅『故郷』の授業を
援用し、映画トレーラー制作の授業を開発し、その成果を、12 月に川崎市立川崎高等学校附属
中学校３年生３クラスを対象に実践し、その効果を確認することができた。  
 さらに、東京学芸大学の大学生を対象として、タブレット端末を活用した実践を開発し、模擬
授業を行った。①写真編集アプリ PicCollage を活用し、組写真の物語作り。②フリーズフレー
ムの演劇技法を用いた『羅生門』の１シーンの絵コンテ制作。③イラストと書道作品を素材に映
像編集アプリ iMovie を活用した『山椒魚』の映画予告編制作。④映像編集アプリ VivaVideo を
活用した『山月記』の映画予告編制作。⑤『桐島、部活やめるってよ』の小説と映画の比較分析。
⑥学校紹介１分間 CM制作。  
 これらの実践調査から得られた知見を基に、積才房合同会社の協力を得て、映像の特質と仕組
みの理解を促す映像教材の開発に取り組み、3月に動画撮影を行った。 
 
 2019 年８月の国語科免許更新講習では小中高と多岐にわたる現職教員を対象に、タブレット
端末を活用したワークショップを開催した。「ごんぎつね」「山椒魚」の場面を描いた絵カードの
写真素材で構成する動画と作品の一場面の朗読の録音から、映画予告編の制作を行った。同月、
メディア・リテラシー公開講座で、「ごんぎつね」の予告編を制作するワークショップを開催し
た、これらの実践から短編の映画予告編制作の方略とその効果の確証を得た。12 月、中等国語
科教育法Ⅳの授業において、国語科教科書の定番教材の映像トレーラー制作に取り組ませた。文
学作品では、「少年の日の思い出」「走れメロス」「原爆詩」「与謝野晶子 短歌」「竹取物語」「羅
生門」を扱った。さらに、評論のジャンルから「間の感覚」、メディア・リテラシーとして「グ
レダ・トゥーンベリの温暖化デモ」についても取り組ませ、この実践がジャンルを限らず、読解
力の育成に役立つことを確認した。 
 さらに、前年度に開発したオリジナルの映像教材の検証実験を行った。本教材は、短編小説で
主人公と副主人公の気持ちが交差する一場面を様々なアングルとサイズで撮影し 40 の動画カッ
トである。これらを 1シーンにつき 5カットの動画を選び、タブレット端末の映像編集アプリで 
アプリでつなぐ活動である。多様なつなぎ方ができる教材である。学習者は本文の解釈を話し合
いなから、登場人物の性格や心情を読み解き、編集活動に取り組んでいた。リフレクションでは、
心情理解、場面設定の解釈に意欲的に取り組むことができたという反応を得られた。さらに、異
なるアングルからの撮影の提案もあり、映像制作への関心の高さを看取ることができた。 
 
 以上、3年間の研究では、国語科教育におけるビジュアル・リテラシー育成の研究として、タ
ブレット端末を活用した映像制作の教材開発と授業実践方略を完成することができた。また、国
際バカロレアの MYP や DP のプログラムから、国語科教育での映像教材の取り入れ方、評価方法
から知見を得ることができたのは大きな成果である。しかし、「Ａ：文献研究及び国内外の視察
研究」と「Ｂ：『見ること』の実践開発」の両方の成果を統合し、新学習指導要領に適合させた



カリキュラム開発と評価方法の確立を今後の課題として残している。今後も研究を継続してい
く所存である。 
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